
   進路だより ６・７月号  

                   三刀屋高校進路指導部 

                   平成２６年７月２５日発行 
 

保護者のみなさまへ 

３年生 ３年生進路講演会  ７月１０日（木） ６・７限 

香川大学の山崎裕正先生をお招きし、「三刀屋高生のための進路ガイダンス講座」と題して、ご講

演いただきました。特に、就職試験や推薦入試・ＡＯ入試で問われる志望理由書・小論文の書き方や

面接試験の受け方などに関して、実際に評価する側の視点から、どのようなことが合格のポイントと

なっているのかなどについて、詳しく話をしていただきました。３年生にとっては直近の課題であり、

熱心に聞き数多くのメモをとっている姿から、先生のお話を少しでも参考にしたいという意気込みが

感じられる講演会となりました。以下は講演の一部になります。 
 

 
 
 ○志望理由に「きっかけ」しか書いていない 
 ○「なりたい仕事」「取りたい資格」だけが志望理由 
 ○前向きで努力家だということをあれこれ書いている 
 ○言い古された言葉ばかり書き並べている 
 ○大学褒めを書き並べている 
 
 
 
① 志望理由 

   必ず聞かれる質問（９０秒程度で） 
② 自己理解（例「あなたの高校生活を紹介してください」） 

   見ているのは「自分の考えを論理的に話す力」 
③ 学部・学科・コース関連テーマ 

関連したテーマに「関心を持っているか」を見る 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 

よくない（受からない）志望理由 
何が大切か、何がしたいか 
自分なりによく考えること 

実際に、自分で行動すること

試験官は感動できるのか？ 

面接でよく聞かれる３大項目 

あなたは、何を行動（体験）して、何を考えて（問題意識して）、試験官にどう伝えますか？ 

PREP法  
あなたの意見・考えを聞かれた時の答え方 

P…Point（要点）自分の意見 

R…Reason（理由）なぜなら… 

E…Example（具体例）例えば…エピソード 

P…Point（要点）まとめ 



平日補習・夏期補習・夏期集中学習会について 

 県総体が終わった６月１２日（木）より３年生は放課後の前期平日補習がスタートしました。清掃・終

礼終了後から１７：００まで就職希望者は一般教養の学習、公務員希望者は教養と適性試験の学習、進学

希望者は国語・英語・数学・理科・社会の教科の学習、というように大きく3コースに分かれて受けてい

ます。各種試験を意識した実戦的な問題を解いたり、基礎基本の復習を行ったりする貴重な時間です。補

習期間は7月1７日までで、回数は合計１２回行いました。２学期に後期の平日補習もあります。 

 また、７月２８日（月）～８月１日（金）の５日間、３年生は全員、夏期補習を行います。受験対策の

一環として、１・２組は午前中４時間、３～５組は１限～６限までの６時間、補習を行います。さらに、

８月４日（月）～８日（金）の４日間【５日（火）を除く】、３年生の就職・公務員希望者および進学希

望者を対象に夏期集中学習会を計画しております。これは、自学自習（無言学習）を中心とした学習を通

して、受験に対する意識を高めてもらうとともに、学習習慣を身に付けてもらうために行います。また、

自学自習のみならず、特別講義や企業視察、オープン模試なども合わせて予定しています。 

上記については、送迎等でご迷惑をおかけするかと思いますが、引き続きご理解とご協力をよろしくお

願いいたします。 
 

２年生 研修旅行準備進行状況  

 現在は研修旅行３日目の班別自主研修の準備を行っています。３８のグループに分れ、研修のテーマを

まず決定します。その上で研修先２カ所を決めて、そこに電話やメールで予約を取り、研修についての打

ち合わせを行いました。７月２３日（水）には、研修旅行に向けてのガイダンスを行いました。ＪＴＢの

担当の方に来校していただき、研修旅行全体の流れや注意点などについて説明をしていただき、学年部の

教員からも補足の説明をしました。課題意識を持ち、研修旅行に行くまでにも様々なことを調べるなどし

て、自分なりのアンテナを張った上で研修に出かけてほしいと思っています。 

２年生進路講演会  ６月１７日（火）７・８限 

教育未来研究会「そうぞう」の村上育朗先生をお招きし、２年生進路講演会を行いました。村上育朗先

生には、２年生を対象に「高校生としての『旬』を生きる～進路実現のために大切なこと～」という演題

で、学習に取り組む姿勢や生活習慣を見直す上でのポイントをはじめ、自分自身の未来をつくっていく生

き方や在り方についての多くのお話をいただきました。約２時間にわたる講演会でしたが、全員が熱心に

聞き入っていました。とても心に残る講演となったようです。以下は、講演会時の写真と生徒の感想の一

部になります。 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１年生 「地域産業研究」 （産業社会と人間） 

 今年度より、１年生の「産業社会と人間」の授業において「地域産業研究」をスタートさせました。こ

れは、今まで以上に「地域を題材にして学ぶ」ということをコンセプトにした授業です。 
 ６月１１日（水）には、雲南市役所の産業振興部産業推進課から渡部喬様、政策企画部政策推進課から

須山雄介様に来校していただき、「地域産業研究 講話」を行いました。地域や地域産業の現状を説明して

もらった上で、地域の強みや弱みについてグループごとに意見を出し合い、発表し合いました。雲南市の

ことを知っているようで知らなかったことが数多くあったようで、新たな発見をするとともに、雲南市の

特色に目を向けることができました。 
 ６月１８日（水）および２５日（水）は１５の産業種別にグループを作り、グループごとの課題テーマ

について、意見を出し合い、インターネットなどを利用して調査し、模造紙にまとめる活動をしました。

ここでは、５月の「図書館からはじまる学びのガイド」という授業において学んだ、調べ方・アイデアの

出し方・テーマの絞り込み方法など、テーマ解決のために必要な手法を活かして、グループ活動を行いま

した。 
 ７月２日（水）には、各グループで作成した模造紙を見て回り、自分の関心のある産業を選択させる活

動を行いました。この選択が２学期に行う「地域産業研究 実習」（インターンシップ）の実習先を決める

調査となります。選択をした理由等も記入するようになっており、「なぜ、その産業（職業）の実習をし

たいか」について考える機会を設けています。また、「地域産業研究」夏休み課題として、「○○の産業

における全国的な課題」をテーマにレポート作成をしてもらいます。雲南市の地域課題と全国的な課題を

比較することを通して、学びを深めてもらいたいと思います。 

                   

・最初に、グローバル社会で生きていくために大切なことを聴きました。そして、しなやかに、

したたかに、さわやかに、３S が大切で、何よりスマイル、４S が大事だということが心に

残りました。 
・できる人ほど、単純な問題をすると言われて、自分も単純な問題をわかりきるまでやりたい

と思いました。時間を決めて、集中して学習したいと思います。 
・これからは、腕時計をきちんとし、なるべく鉛筆を使いたいと思います。 
・今までの自分は、時間を無駄に過ごしているなと思いました。まずは、１日の生活リズムを

はっきりさせて、時間を有効に使って行こうと思います。 
・「起床後４時間たってから脳がフル回転する」ということを知らなかったので、勉強のこと

を考え、計算して起きるようにしたいと思います。 
・「受験にはフライングがない」「スタートはないが、ゴールはある」という言葉が特に印象

に残りました。 
・「こうしなさい」と言われる沢山のことについて、何故した方がよいのか知ることができま

した。「～しなさい」と言われる理由が分からないことも何となくしていましたが、やる意味、

やならければならない理由を知ることができ、やる気も出ました。 
・今日の講演を聴いて、「もう今から頑張り始めないと間に合わないところまで来ている」と

感じ、努力しなければという気持ちにさせられました。 
・この講演を聴いて、自分に妥協せずやっていくことの意欲が湧いた気がします。 
・４Sを大切に、辛い時は未来の夢のことを考えて、高校生活を送りたいと思います。 
・自分が今まで考えてきたことと同じこともあれば、全く違う視点で見ておられることもあり、

すごく刺激を受けました。今、何をしたいのかわからなかったのですが、先生の話を聴いて、

まず何がしたいかを考えないで、どんなことになっても大丈夫なように、しっかり勉強をして

いこうと思いました。 



 
 
 
 
    
 
 
↑まずは、付箋に意見を書いていきます            ↑調べたことや考えたことを模造紙に 

何を書いても否定しないのがポイント！            まとめていきます 

  
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

↑このような形で模造紙にまとめました。総合学科棟１階から３階までの階段側面に展示中です！！ 

生徒のみなさんへ 

☆１学期を振り返り、夏休みを有効に！ 他学年の動きもチェックしよう！       

 １学期の講演会などで大多数の人が、講演会は有意義だったと答えていますが、その後の学校生活など

で活かされているでしょうか？講演会や普段の取り組みの中で、感じたことや気付いたことを大切にしな

がら、次へのステップへと進みたいものです。この１学期に感じたこと気付いたことを今一度振り返り、

この夏休みに何をすべきか考えて、行動に移してもらいたいと思っています。また、他学年でも高校生活

や受験、その後の人生にとって、大切なことを感じている人がたくさんいます。先輩の様子を見て、ある

いは後輩の様子を見て、学校生活を送る上で、大切なことを（再）発見してもらいたいと思います。 


